















































































1 56 15 「いいてんきね　チリ」「そうだね　チリリ」
7 62 8 「おまたせしました」　　
8 25 2 「やあ」
13 55 6 「いらっしゃい」
14 22 4 「いつもの」
21 29 5 「こんばんは」
25 21 21 「もうすぐ　もりの　えんそうかいが　はじまりますよ」
　表２に基づいて、ストーリーに出てくる台詞と登場するキャストを照らし合わせる
と、冒頭の「いいてんきね　チリ」「そうだね　チリリ」は、物語の始まりを告げるチリ
とチリリのやりとりである。台詞という点からみると、主人公であるチリとチリリの
ものは、この冒頭のやりとりのみとなっている。以降の台詞はすべて“動物”のもので
ある。
　まず、７頁の「おまたせしました」は、森の喫茶店に出てくる「きつねのウェイター」
の台詞であり、注文をした“はちさん”に発せられたもの。「やあ」は、断定はできない
ものの、「はちさん」がチリとチリリに向かって言った言葉と思われる。
場面が変わって、次の「いらっしゃい」はもりのサンドイッチやさんのカウンターにい
る「たぬきの店員」、「いつもの」は「くまさん」がたぬきの店員に注文をしたところであ
る。
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　そのあとに出てくる「こんばんは」は、もりのホテルの「フロントのしか」で、その後
チリとチリリを部屋まで案内する。そこで、「もうすぐ　もりの　えんそうかいが　は
じまりますよ」と同じ「フロントのしか」がチリとチリリに伝える。
　以上のように、32ページ中７回出てくる台詞の場面うち、主人公であるチリとチリ
リの台詞は冒頭の１回だけで、残りの６回はすべて擬人化された動物の台詞というこ
とになる。
３．“読み聞かせ” に向けて
　ところで、大人が子どもに読み聞かせをする場合、第１節の表１（主要場面の概観）
で検討した“子どもの視点と疑問” にどう答えていくかという課題がある。
　一般的に考えて、台詞が多ければ登場人物の関わり方や言葉のやりとりがより具体
的になり、読み聞かせの受け手である子どもにも、目にした内容がそのまま直截的に
伝わる可能性が高いと考えられる。
　一方、チリとチリリのように、主人公でしかも双子という設定でありながら、その
２人の言葉によるやりとりがほとんど書かれていない作品もある。こうした場合、チ
リとチリリの会話がほとんどない、という状況をどうとらえるかは、「読み手」による。
会話がないことをネガティブにとらえれば、その先の発展はあまり望めないであろう。
読み聞かせを行うにあたって、このような事態になることは避けたい。
　では、良い方向でとらえるにはどうすればよいのか。それは、読み手の工夫と創造
力、思考力の活用が鍵となる。通常、読み聞かせでは、絵本に描いてある絵と書いて
ある言葉を忠実に確認していくのが基本的な手続きになる。
　会話がほとんど書かれていない『チリとチリリ』の場合は、読み聞かせの途中、また
は読み終わった後、読み手が受け手である子どもと“一緒に考えてみる”という方法が
ある。
　では、何を考えるのか。
　それは、“書かれていない台詞”である。ストーリーのなかの主人公の会話を一緒に
考えることで、読み手と受け手のあいだの会話も進み、これが両者のコミュニケーショ
ンの活性化にもつながる、といえよう。
参考文献　どいかや『チリとチリリ』2003年５月１日。
